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会員のひろば

電向けフィルムインサート成形、
自動車向けフィルムインサート成
形、ＩＴ向けフィルムインサート
成形を開始しました。２００１年４月
設計委託を上海満緑聖にて始め、
インターネットにより図面データ
通信を開始しました。２００１年７月
から裁量労働制を導入し、キャッ
シュフローに連動した賞与支給に
変更しました。

２１世紀にあるべき姿
　経営理念は「お客様に選ばれる
会社になろう。」です。２００３年の
年度方針は「全員で品質意識を向
上させよう。」「客先へのすばやい
対応をしよう。」「安全第一で行こ
う。」であり、年度毎には大きく
は変えていません。「２００１年１月か
ら２１世紀にあるべき姿」に変える
運動を始めています。中国に進出
していますが、中国のグローバル
な発展に比較して、日本は昭和時
代を引きずって遅れているのでは
ないかと危惧しています。中国や
米国のように実力主義を取り入れ
る必要があります。またキャシュ
フローを良くすることが重要で、
今まで半期毎の決算でしたが、毎
月出すように変更しました。当社
はこれまで各業種別工作機械、自
動車部品、建材部品等を生産して
きました。バルブが崩壊し、失わ
れた１０年を経過していますが、工
作機械は支払いが速いとは言えず、
仕事量に波があり、景気が悪くな
るときは真っ先に悪化し、景気が

会社の沿革
　３代に渡り阿弥屋という染色
業・はた職を経営していました。
１９５５年に４代目成瀬庄一が名古屋
にて合資会社丸三金属工業所を設
立し、工作機械の板金加工を開始
しました。１９５９年名古屋より安城
市浜屋町屋敷山に本社工場を移転
し、１９６８年機械加工部門を増設し、
研削盤砥石おおいの製作及び専用
機の組付けを始めました。１９７４年
設計部門を増設し、自動車用設備
機械の設計・製造・販売を開始し、
１９８０年会社名を株式会社丸三金属
と改めました。１９８４年自動車用押
出製品（樹脂モール）の部品生産
を始め、１９９５年１月中国天津に、
丸東（天津）技研有限公司を設立
しました。２０００年８月中国上海に
工場を設立し、超高圧フィルム成
形機をドイツより、また全電動射
出成形機を日本より購入し、２００
トン以下の射出成形を上海にて開
始しました。２０００年１２月上海満緑
聖複合塑料有限公司を設立し、家

フィルムインサート超高圧成形法を開発
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良くなる時は最後に浮上すると感
じておりました。そうしたことを
考慮して２００１年７月工作機械から
軸足を自動車部品に変更しました。
しかも超高圧成形法による環境に
優しい手法を取り入れました。今
後も時代に遅れないように意欲的
に取り組んで行きたいと考えてい
ます。

超高圧成形法
　２１世紀は環境重視の時代です。
プラスチックスへの塗装は、塗料
の７割が空気中に飛散し、有効に
使われないで産業廃棄物となる割
合が高いと言えます。射出成形体
への塗装の変わりに、フィルムに
印刷し射出成形してプラスチック
スと一体化させれば、環境にも優
しく、品質及びコストの点でメ
リットが見込まれます。ドイツか
ら超高圧成形機を購入し、フィル
ムインサート超高圧成形法につい
て検討しました。０.１㎜ ～０.５㎜ の
フィルムを使用し、カラー印刷し
ます。印刷は塗装に比較して環境
に優しい手法であり、細かい模様
や文字の分解能が高くなります。
また印刷機があれば、塗装ブース
は不要で場所を取りません。印刷
後２０～２００㎏/cm２の空気圧で成形
するのが超高圧成形法であり、そ
の範囲の圧力を加えて成形すると、
ドイツの特許に抵触することにな
ります。圧力が高いため、熱の印
加は不要で、下型に押し付けて深
絞りが可能です。真空成形は熱を
加えるため、印刷の模様や文字が
変形してしまいます。現在は小物
向きでＡ３程度の大きさまでに限
られています。トリミング後射出
成形することによりプラスチック




